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御
宿
中
学
校
に
入
学
し
た
生
徒
は
１
年
生

で
「
海
と
山
の
子
交
流
会
」
が
あ
り
、
生
徒

を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保
護
者
の
方
々
も
こ
の

と
き
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
31
回

目
を
数
え
る
今
回
の
交
流
会
は
、
７
月
31
日

か
ら
８
月
２
日
に
行
わ
れ
、
新
し
く
な
っ
た

御
宿
中
学
校
の
校
舎
見
学
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　

歓
迎
式
で
は
お
互
い
に
緊
張
し
な
が
ら
も

野
沢
温
泉
中
学
校
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

御
宿
中
学
校
の
生
徒
か
ら
は
「
大
空
賛
歌
」

の
合
唱
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
両
校
の

代
表
か
ら
は
、
待
ち
望
ん
だ
こ
の
交
流
会
を

始
め
と
し
て
友
情
を
深
め
て
い
き
た
い
と
こ

れ
か
ら
の
期
待
が
う
か
が
え
ま
し
た
。　

　

こ
の
交
流
会
で
は
、
御
宿
中
学
校
の
木
原

梢
さ
ん
、
佐
藤
翔
太
く
ん
に
よ
る
「
輝
く
太

陽 

青
い
海 

広
げ
よ
う 

友
情
の
輪
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
、
言
葉
の
と
お
り
、
夏
の

御
宿
で
の
友
情
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
の
出
会
い
で
緊
張
し
て
い
た
の
は
ほ

ん
の
少
し
。
海
岸
で
一
緒
に
泳
い
だ
り
、
砂
浜
で

遊
ぶ
な
ど
、
最
初
の
緊
張
の
こ
と
は
忘
れ
て
、
す

ぐ
に
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
一
緒
に
過
ご
せ
る
時
間
は
少
し
で
す
が
、

限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
生
徒
同
士
で
た
く
さ
ん
の

思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
た
。

輝く太陽 青い海
広げよう友情の輪
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輝く太陽 青い海
広げよう友情の輪
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御
宿
中
も
野
沢
温
泉
中
の
生
徒

も
は
じ
め
て
体
験
す
る
も
の
ば
か

り
で
す
。

岩
和
田
地
区
の
漁
師
さ
ん
た
ち

の
ご
協
力
に
よ
り
、
漁
船
で
御
宿

の
海
を
遊
覧
。
ゆ
っ
く
り
進
ん
で

い
た
船
は
徐
々
に
ス
ピ
ー
ド
を
増

し
、
そ
の
速
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
悲

鳴
を
あ
げ
な
が
ら
、
水
し
ぶ
き
で

ビ
シ
ョ
ビ
シ
ョ
に
な
っ
て
も
ご
満

悦
の
表
情
で
す
。

　

ま
た
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
も
体
験

し
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
遊
び
方

も
覚
え
ま
し
た
。

　

地
元
に
居
な
が
ら
も
地
引
網
の

体
験
を
し
た
こ
と
が
な
い
御
宿
中

の
生
徒
も
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
ま

す
。
想
像
以
上
に
長
い
地
引
網
に

疲
れ
、
諦
め
か
け
た
瞬
間
に
網
の

端
が
見
え
、
大
き
な
獲
物
を
期
待

し
な
が
ら
最
後
の
力
を
振
り
絞
り

ま
す
。
フ
グ
な
ど
も
混
じ
っ
て
い

ま
す
が
、
例
年
に
な
く
ア
ジ
が
大

量
に
獲
れ
、
生
徒
た
ち
は
心
地
よ

い
達
成
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

岩
和
田
売
店
組
合
の
協
力
に

よ
り
、
海
の
家
で
食
べ
る
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
や
ラ
ー
メ
ン
は
普
段

食
べ
て
い
る
と
き
よ
り
も
、
格

別
な
も
の
と
感
じ
た
様
子
。
ま

た
、
海
の
家
か
ら
借
り
た
ボ
デ
ィ

ボ
ー
ト
で
波
の
上
を
走
り
、
ス

キ
ー
に
は
な
い
感
覚
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

海
岸
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々

が
用
意
し
て
く
れ
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
が
遊
び
疲
れ
た
生
徒
の

体
に
嬉
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
美
味
し
く
、

ま
た
、
イ
カ
や
サ
ザ
エ
の
味
は

野
沢
温
泉
中
の
生
徒
に
は
忘
れ

ら
れ
な
い
御
宿
の
味
と
し
て
思

い
出
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。

一
緒
に
過
ご
し
た思

い
出
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　東京都江戸川区で開催されるＩＢＡ少年軟式野球世界大会に出場するメキシコ少年野球団は７月 15

日から 25日まで御宿町でホームスティしました。

　大会５連覇を目指す選手たちは、万全な体調で試合に臨みたいところですが、慣れない遠くの国での

生活や習慣の違いに不安の表情は隠せません。しかし、ホームスティ受け入れ14年目となるホストファ

ミリーの方々には、食事や習慣の違いも即座に対応し、ベストコンディションで試合に送り出すなど、

多くのご協力をいただきました。

　試合結果は残念ながら３位となりましたが、試合を終えた選手たちは、御宿の少年野球チームとの交

流を深めました。

14年続く御宿でのホームスティ
Mexico -  s i s ter  c i ty of  Onjuku

再会までは
 電話やメール

　

会
っ
た
ば
か
り
で
「
さ
よ
う
な
ら
」
を

言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
瞬
間
は
寂
し

く
な
り
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
仲
良
く
な
れ
た
の
に
、
冬
ま

で
会
え
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
電
話
番
号

や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
交
換
し
、
野
沢
温

泉
村
で
の
再
会
を
約
束
し
ま
し
た
。
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明るい社会にしようと働きかけます
会を明るくする運動」御宿地区実施委員会が、いすみ警察署、教育

関係者、その他各種団体と協力し、７月 10日にＪＲ御宿駅や御宿中

学校正門前などでキャンペーンを実

施しました。

　この運動は、犯罪や非行を防止し、

また犯罪や非行から立ち直ろうとし

ている人を支えながら「いきいき」

とした明るい社会を築くことを目標

に行われています。

　また、当日は、いすみ警察署管内

防犯組合連合会も防犯運動を行い、

自転車盗難防止の啓発を行いました。

海が好きになる

「社

ジア海洋映画祭実行委員会が

主催する「ひろえば海が好き

になる運動」が御宿中央海岸で行わ

れました。

　この運動は、９月に開かれる『ア

ジア海洋映画祭イン幕張』の告知イ

ベントとして実施され、県内の海水

浴場が会場となり、海岸での清掃を

行いながら環境保全の意識を高める

ことも目的としています。

　当日は、子どもからお年寄りまで、

町民や観光客を問わず、約３００名

の方々が参加しました。

ア

渡邉陽子さん（児童委員）に

任児童委員の渡邉陽子さんは、９年余りの

永年にわたり児童福祉に貢献され、厚生労

働大臣、千葉県知事から感謝状が贈られました。

　渡辺さんは７月末をもって退任され、８月か

らは千葉理代さん（須賀２２１１－５）が新し

く就任されました。

主

感謝状

ひろえば
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【
7
月
】

町
の
動
き

８
日
（
土
）　

海
開
き

９
日
（
日
）　

プ
ー
ル
開
き

10
日
（
月
）

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

15
日
（
土
）

　

青
少
年
つ
ど
い
大
会

　

メ
キ
シ
コ
少
年
野
球
団

　

  

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
25
日
ま
で
）

17
日
（
月
）　

　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
カ
ッ
プ

20
日
（
木
）
第
２
回
臨
時
議
会

27
日
（
木
）　
　

　

高
齢
者
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

31
日
（
月
）　

　

海
と
山
の
子
交
流
会

宿中学校柔道部は、夷隅郡市中学校総合体育

大会の個人戦 73 キロ級で優勝、準優勝し、

県大会出場を果たしました。

　また、女子テニス部は激戦を勝ち抜き、昨年に

続いて県大会に駒を進めました。

【大会の結果（敬称略）

◎柔道大会　73kg 級

　　個人優勝　　岩瀬　　優（上写真 右）

　　個人準優勝　小松　拓也（上写真 左）

◎ソフトテニス大会

　　個人優勝　　三上　　桂 (左写真 右から3番目）

　　　　　　　　井上　史帆 (　〃 　左から3番目）

　　個人３位　　杉浦　佳奈 (　〃 　右から2番目）

　　　　　　　　横田美夢花 (　〃 　左から2番目）

　　団体３位

浜とび魚子ども会

バンビーズ（上布施・実谷）

キックベースボールで大健闘

隅郡市内の各地域をキックベースボールで勝ち

抜いた小学生チームが集結する「第 41回青少年

のつどい夷隅支部大会」が８月５日にいすみ市夷隅ス

ポーツ広場で行われました。

　御宿町からは町内大会を勝ち抜いた４チームが町代

表として参加し、浜とび魚子ども会が準優勝、バンビー

ズ（上布施・実谷チーム）が３位となりました。

第 41 回青少年のつどい夷隅支部大会

夷

御

御宿中学校　柔道部、テニス部

郡大会で大活躍



8

ONJUKU 2006.8ONJUKU 2006.8

9

　介護サービスは自宅を中心にサービスを利用する「居
宅サービス」と施設に入所してサービスを利用する「施
設サービス」に分けられます。
　居宅サービスは住み慣れた地域での生活を手助けし、
介護している家族の負担を軽減するサービスです。
 その中で、特に日常生活の自立を補助するために、また
は介護予防（要介護状態の悪化を防ぐ）のために必要な
福祉用具について説明します。

おんじゅくの介護
45
　

福
祉
用
具
は
種
類
に
よ
っ
て

「
福
祉
用
具
貸
与
（
レ
ン
タ
ル
）」

と「
特
定
福
祉
用
具
販
売（
購
入
）」

に
区
分
さ
れ
、
ど
ち
ら
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
も
要
介
護
認
定
が
必
要

と
な
り
ま
す
。（
表
１
）

　

車
い
す
な
ど
の
福
祉
用
具
は

レ
ン
タ
ル
と
な
り
ま
す
が
、
入
浴

や
排
せ
つ
と
い
っ
た
、
直
接
、
肌

に
触
れ
る
も
の
は
知
事
の
指
定
を

受
け
た
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業

所
か
ら
の
購
入
と
な
り
、
あ
と
で

購
入
費
用
の
９
割
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
福
祉
用
具
の
レ
ン
タ

ル
や
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、
担

当
の
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）
や
特
定
福
祉
用
具
販

売
事
業
所
の
福
祉
用
具
専
門
相
談

員
に
相
談
し
、
利
用
の
目
的
や
効

果
、
自
分
の
体
に
合
っ
て
い
る
か

な
ど
、よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

役
場
・
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

介
護
保
険
係

　

℡
（
６
８
）６
７
１
６

　

内
線
２
１
６
〜
２
１
８

福
祉
用
具
貸
与
と

　
　

特
定
福
祉
用
具
販
売

福祉用具貸与 特定福祉用具販売

利用できる人
要支援１・２
経過的要介護
要介護１

要介護２～５
要支援１・２
経過的要介護
要介護１～５

福祉用具の
種 　 類

・手すり
　（工事を伴わないもの）
・スロープ
　（工事を伴わないもの）
・歩行器
・歩行補助杖

・車いす
・車いす付属品
・特殊寝台（ベッド）
・特殊寝台付属品
・床ずれ防止用具（エアマット
　など）
・体位変換器
・認知症老人徘徊感知機器
・移動用リフト（つり具除く）
・手すり（工事を伴わないもの）
・スロープ（工事を伴わないも
　の）
・歩行器
・歩行補助杖

・腰掛便座
　（ポータブルトイレ）
・入浴補助用具
　（シャワーチェアなど）
・特殊尿器
・簡易浴槽
・移動用リフトのつり具

利 用 方 法 レンタル 購入

自 己 負 担 費用の１割（福祉用具の種類によって異なる）
購入費用の１割（１年につき
購入費用の上限 10 万円）

利 用 相 談 担当の介護支援専門員（ケアマネジャー）
担当の介護支援専門員（ケア
マネジャー）または福祉用具
専門相談員

＜福祉用具貸与と特定福祉用具販売（表１）＞
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健康
ワンポイント

　御宿町の無形民俗文化財に指定されている神楽囃

子は、上布施区及び高山田区の保存会によって伝承

されています。

　上布施区の神楽囃子は、江戸時代中期の頃、疫病

封じ、悪魔の退散、五穀の豊作を祈願するために行

われたのが由来です。また、高山田区の神楽囃子は、

春日神社を氏神様として寛永年間の御遷宮の記念に

祭囃子と神楽を奉納したことがきっかけと言われて

います。

居宅介護（ホームヘルプ） 自宅で、入浴、排せつ、食事の介護等を行います

重度訪問介護
重度の肢体不自由者で常に介護を必要とする人に、自宅で、入浴、排せつ、食事の介護、
外出時における移動支援などを総合的に行います

行動援護
自己判断能力が制限されている人が行動するときに、危険を回避するために必要な支援、
外出支援を行います

重度障害者等包括支援 介護の必要性がとても高い人に、居宅介護等複数のサービスを包括的に行います

児童デイサービス 障害児に、日常生活における基本的な動作の指導、集団生活への適応訓練等を行います

短期入所
（ショートステイ）

自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も含め施設で、入浴、排せつ、食
事の介護等を行います

療養介護
医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓練、療養上の管理、看護、介護及
び日常生活の世話を行います

生活介護
常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排せつ、食事の介護等を行うとともに、創作
的活動又は生産活動の機会を提供します

障害者支援施設での夜間
ケア等 ( 施設入所支援 )

施設に入所する人に、夜間や休日、入浴、排せつ、食事の介護等を行います

共同生活介護（ケアホーム）夜間や休日、共同生活を行う住居で、入浴、排せつ、食事の介護等を行います

自立訓練
（機能訓練・生活訓練）

自立した日常生活又は社会生活ができるよう、一定期間、身体機能又は生活能力の向上
のために必要な訓練を行います

就労移行支援
一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識及び能力の向上のた
めに必要な訓練を行います

就労継続支援
（雇用型・非雇用型）

一般企業等での就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知識及び能力の向上の
ために必要な訓練を行います

共同生活援助（グループホーム）夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の援助を行います

移動支援 円滑に外出できるよう、移動を支援します

地域活動支援センター 創作的活動又は生産活動の機会の提供、社会との交流等を行う施設です

福祉ホーム
住居を必要としている人に、低額な料金で、居室等を提供するとともに、日常生活に必
要な支援を行います

障害者自立支援法による
　福祉サービスの体系が変わります。（平成18年10月から）

新
サ
ー
ビ
ス

　サービスは、障害程度や勘案すべき事項（社会活動や介護者、居住等の状況）をふまえ、個別

に支給決定が行われる「障害福祉サービス」と、市町村の創意工夫により、利用者の方々の状況

に応じて柔軟に実施できる「地域生活支援事業」に大別されます。

　「障害福祉サービス」は、介護の支援を受ける場合には「介護給付」、訓練等の支援を受ける場

合は「訓練等給付」に位置付けられ、それぞれ、利用の際の手続きが異なります。

※　その他、詳しくは、保健福祉課福祉事業班（電話 68-6716）までお問い合わせください。

介

護

給

付

訓

練

等

給

付

地
域
生
活

 

支
援
事
業

高山田地区の神楽囃子

後世に継ぐ ー文化財・記念物ー



10

ONJUKU 2006.8ONJUKU 2006.8

11

宅
地
建
物
取
引
の
前
に

　
　
　
　

正
し
い
知
識
を

地
建
物
取
引
に
関
す
る
紛
争
相

談
な
ど
を
随
時
実
施
し
て
い
ま

す
。(

要
電
話
予
約)

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

千
葉
県
建
設
・
不
動
産
業
課

　

℡
０
４
３
‐
２
２
３
‐
３
２
８

　

５･
３
２
９
４

　

９
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
は
、

｢

動
物
愛
護
週
間｣

で
す
。
動
物

愛
護
と
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
に

つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、｢

な
か
よ
し
動

物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル｣

を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時　

10
月
１
日(

日)

　

10
時
〜
15
時
30
分

▼
内
容　

犬
の
し
つ
け
方
教
室
、

動
物
相
談
、
犬
の
手
入
れ
実

演
、
犬
の
さ
わ
り
方
実
演
、
セ

ラ
ピ
ー
ド
ッ
ク
紹
介
、
動
物
愛

護
紙
芝
居
、乗
馬
体
験
ほ
か(

雨

天
時
、
一
部
変
更
ま
た
は
中
止

　

宅
地
建
物
取
引
で
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
は
、
契

約
前
に
正
し
い
知
識
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
県
で
は
、

宅
地
建
物
取
引
業
界
団
体
と
協
力

し
て
、
宅
地
建
物
取
引
に
関
す
る

契
約
前
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
対
象　

契
約
前
の
相
談

▼
実
施
日　

毎
週
月
曜
日

(

祝
日
を
除
く)

▼
場
所　

報
道
監
広
聴
グ
ル
ー
プ

相
談
コ
ー
ナ
ー(

県
庁
本
庁
舎

２
階)

▼
担
当　

宅
地
建
物
取
引
業
界
団

体
お
よ
び
県
の
担
当
者

▼
申
込
方
法　

電
話
に
よ
る
予
約

※
県
庁
中
庁
舎
７
階
の
建
設･

不

動
産
業
課
に
お
い
て
も
、
宅

の
場
合
あ
り)

▼
会
場
・
問
い
合
わ
せ　

千
葉
県

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー(

富
里
市

御
料
７
０
９-

１)

　

℡
０
４
７
６-

９
３-

５
７
１
１

　

県
内
の
私
立
学
校(

小
学
校
・

中
学
校
・
高
等
学
校)

が
一
堂
に

会
し
、
展
示
や
入
試
相
談
を
通
し

て
各
学
校
の
教
育
内
容
や
入
試
を

は
じ
め
私
学
の
す
べ
て
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。
入
試
関
係
資
料
の

無
料
配
布
も
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

９
月
24
日(

日)

　

10
時
〜
16
時

▼
会
場　

幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議

場(

Ｊ
Ｒ
京
葉
線
海
浜
幕
張
駅

か
ら
徒
歩
５
分)

▼
問
い
合
わ
せ (

社)

千
葉
県
私

立
中
学
高
等
学
校
協
会

　

℡
０
４
３-

２
４
１-

７
３
８
２

　

不
正
軽
油
を
製
造
・
販
売
・
使

用
す
る
行
為
は
、
軽
油
引
取
税
の

脱
税
だ
け
で
は
な
く
、
大
気
汚
染

や
硫
酸
ピ
ッ
チ
の
不
法
投
棄
の
原

因
に
な
る
な
ど
、
県
民
の
健
康
や

生
活
を
脅
か
す
悪
質
な
犯
罪
行
為

な
か
よ
し
動
物

　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
６
千
葉
県
私
学
フ
ェ
ア

９
月
４
日
か
ら
は
県
不
正

 

軽
油
防
止
強
化
旬
間
で
す

で
す
。

　

ま
た
、
不
正
軽
油
の
原
材
料
な

ど
を
提
供
・
運
搬
し
た
り
、
不
正

軽
油
と
知
り
な
が
ら
購
入
・
運
搬

す
る
行
為
は
、
法
律
に
よ
り
処
罰

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

千
葉
県
税
務
課

　

℡
０
４
３-

２
２
３-

２
１
７
０

　

９
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
は

｢

救
急
医
療
週
間｣

で
す
。
救
急

の
日
は
、
１
９
８
２
年
に
救
急
医

療
お
よ
び
救
急
業
務
に
対
す
る
理

解
と
認
識
を
深
め
、
救
急
医
療
関

係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

   

県
で
は
、
休
日
や
夜
間
に
急
病

や
突
然
の
け
が
を
し
た
と
き
に
、

救
急
の
診
療
所
や
病
院
を
調
べ
る

こ
と
が
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

ち
ば
救
急
医
療
ネ
ッ
ト｣

を
開

設
し
て
い
ま
す
。

※
休
日
・
夜
間
の
救
急
時
に
当
番

医
を
探
す
に
は
、
こ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://w
w
w
.q
q
.p
re
f.ch
ib
a

　

.lg
.jp
/

▼
問
い
合
わ
せ　

千
葉
県
医
療
整

　

備
課　

℡
０
４
３-

２
２
３-

３
８
８
３

　

休
日
の
夜
間
に
、
急
に
子
ど
も

の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
や
す

ぐ
に
医
療
機
関
に
受
診
さ
せ
た
方

が
よ
い
か
判
断
に
迷
っ
た
と
き
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
に
は
看
護
師
が
応
じ
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
ま
た
、
必

要
な
場
合
は
、
小
児
科
医
に
電
話

を
転
送
し
ま
す
。

▼
実
施
日　

土
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
日
、
振
替
休
日
お
よ
び
年
末

年
始(

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

▼
相
談
時
間　

19
時
〜
22
時

▼
電
話
番
号　

♯
８
０
０
０

　

た
だ
し
、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
携

帯
電
話
お
よ
び
銚
子
市
・
旭
市

の
一
部
の
地
域(

旧
飯
岡
町
・

旧
海
上
町)

か
ら
は
、
０
４
３-

２
４
２-

９
９
３
９

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
通
話
料

は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ス
以
外
の
診
断

や
治
療
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ　

千
葉
県
医
療

整
備
課　

℡
０
４
３-

２
２
３-

３
８
８
３

９
月
９
日
は
救
急
の
日

「
救
お
う 

あ
な
た
の
大
切
な
人
」

小
児
救
急
電
話
相
談

募　

集
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捨
て
か
ね
る
細
身
の
ス
ー
ツ
更
衣　
　
　

押
元　

益
枝

突
然
と
わ
が
家
に
着
地
昼
寝
覚
め　
　
　

小
野　

玲
子

月
見
草
一
番
星
の
出
て
ゐ
た
り　
　
　
　

鶴
岡　

徳
治

沖
を
ゆ
く
船
の
灯
り
も
は
や
晩
夏　
　
　

岡
本　

俊
康

園
児
ら
の
バ
ス
終
点
の
青
田
波　
　
　
　

大
曽
根
利
枝

夏
来
た
る
空
に
一
筋
白
き
雲　
　
　
　
　

岡
田
ま
さ
し

長
屋
門
あ
り
て
ふ
る
里
白
芙
蓉　
　
　
　

大
谷　
　

仲

神
の
庭
暮
れ
て
は
な
や
ぐ
月
見
草　
　
　

嵯
峨　

通
恵

月
見
草
浜
の
社
で
育
ち
け
り　
　
　
　

桜
谷　

敬
蔵

こ
ち
ら
よ
と
誘
う
が
ご
と
く
立
葵　
　

岡
山　
　

守

雨
あ
が
り
ち
い
さ
き
西
瓜
愛
ら
し
く　

姫
野　

千
晴

紫
陽
花
の
ま
だ
褪
せ
も
せ
ず
美
し
く　

宮
下　

玲
香

散
歩
み
ち
袖
に
と
ま
り
し
天
道
虫　
　

菊
池　

武
夫

ひ
っ
そ
り
と
亡
き
友
の
庭
月
見
草　
　

福
薗
千
鶴
子

音
の
し
て
ブ
ル
の
砂
浜
夏
来
た
る　
　

秋
葉
喜
美
江

容
赦
な
く
岬
の
百
戸
の
大
西
日　
　
　

石
田
ゆ
き
緒

　

兼
題
（
月
見
草)

第１句目、慎ましき作者の心情。第２句目、昼寝覚

めとは妙。第３句目、実写生のちから。（石田）

　海と山の子交流会で行われた地引網で何が獲れるか、

生徒同様、私も期待していたところ、体長 80cmくらい

のサメが掛かっていたのにはビックリ。また、そのサメ

を平気で持っている女子生徒に対しても驚きました。

　さらにその数日後の花火大会では、撮影場所から御宿

の綺麗さに感動しました。この感動を少しでも皆さんに

お届けしたく写真を掲載しました。（石井）

火災件数 0（1）   救急件数 27（235）
（　）内は1月からの累計（平成18年7月中）

御宿分署の出動状況

8,195人（＋9） 男 3,900人 女 4,295人
世帯数 3,392  （平成18年7月31日）

人の動き

発生件数 11  死者数 ０  負傷者数 19
(平成18年１月１日～7月31日現在）

交通事故発生状況

乗車人数185（1,428） 
（　）内は1月からの累計（平成18年7月中）

町民バス利用状況

出生 3　死亡 5 

慶弔（7月届）

貯水率 100％  有効貯水量 579,000
（平成18年7月20日現在）

ダムの貯水状況

㎥
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　高級食材で知られるアワビは、御宿でも数多く獲れ、よ

り一層、漁獲量の安定化を図るため、毎年約 300kg のア

ワビの稚貝を放流しています。

　成長段階がわかるよう放流前には貝に印を付け、この

段階では、まだまだ小さいサイズですが、２から４年で

10cmを超える大きさに育ちます。今回はマダカアワビと

呼ばれる、アワビの種類のなかでも最高級のものが放流さ

れ、漁師の方々は「成長を見守りながらも５年以上先の採

貝が待ち遠しい」と話してくれました。

アワビの種苗放流

発行：御宿町　発行責任者：井上　七郎　編集：企画財政課　電話：0470-68-2511（代）

住所：〒299-5192 千葉県夷隅郡御宿町須賀1522　ホームページ：http://www.town.onjuku.chiba.jp/

※この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています。


